
PDF issue: 2024-10-26

狩俣の神々 : タービ・ピャーシをもとに

新里, 幸昭 / SHINZATO, Kosho

(出版者 / Publisher)
法政大学沖縄文化研究所

(雑誌名 / Journal or Publication Title)
沖縄文化研究 / 沖縄文化研究

(巻 / Volume)
7

(開始ページ / Start Page)
113

(終了ページ / End Page)
139

(発行年 / Year)
1980-06-30

(URL)
https://doi.org/10.15002/00002553



宮
古
狩
俣
の
神
歌
を
縦
い
て
い
く
時
、
言
語
の
壁
は
も
と
よ
り
、
季
節
ご
と
に
繰
り
か
え
さ
れ
る
祭
事
・
祭
祀
を
司

る
神
女
や
そ
の
周
囲
の
人
々
、
神
歌
に
謡
い
込
ま
れ
た
神
盈
に
つ
い
て
も
、
そ
の
素
性
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
し
か
し
、
神
事
は
禁
忌
で
あ
り
、
容
易
に
そ
の
扉
を
開
い
て
は
く
れ
な
い
。
向
こ
う
側
か
ら
扉
を
あ
け
て
く
れ

る
の
を
待
つ
以
外
に
方
法
が
な
い
。
が
、
こ
こ
で
は
夏
に
う
た
わ
れ
る
ピ
ャ
ー
シ
や
ダ
ー
ビ
を
軸
に
、
そ
の
登
場
す
る

（
１
）
 

神
念
に
つ
い
て
管
見
し
て
い
き
た
い
。
資
料
は
『
南
島
歌
謡
大
成
Ⅲ
宮
古
篇
』
を
用
い
る
。

狩
俣
の
神
々

ｌ
夕
‐
ピ
・
ビ
ヤ
ｒ
シ
を
も
と
に
Ｉ

日
ま
え
お
き

新
里
幸
昭
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（
４
）
 

と
こ
ろ
で
、
狩
俣
の
神
だ
の
研
究
は
、
’
九
六
二
年
の
稲
村
賢
敷
『
宮
古
島
旧
記
並
史
歌
集
解
』
が
は
じ
め
で
あ
る
。

（
５
）
 

稲
村
は
「
狩
俣
祖
神
の
ニ
ィ
リ
」
を
分
析
し
、
次
の
よ
う
に
そ
の
系
譜
を
図
式
化
し
、
説
い
て
い
る
。

Ｑ
神
の
呼
び
名

（
２
）
 

ピ
ャ
ー
シ
や
ダ
ー
ビ
で
、
カ
ミ
を
、
「
う
ば
で
や
Ｉ
」
「
や
ぐ
み
や
Ｉ
」
「
や
ぐ
象
上
Ｉ
い
」
「
や
ぐ
承
か
ん
」
「
か
ん
」

「
う
い
」
「
ぬ
シ
」
「
し
つ
」
と
呼
ん
で
い
る
。
「
う
ば
で
や
１
」
「
や
ぐ
み
や
－
」
「
や
ぐ
ふ
よ
－
い
」
は
恐
れ
多
い
存
在

と
し
て
の
神
で
あ
り
、
畏
敬
す
べ
き
神
の
意
で
あ
る
。
「
か
ん
」
は
神
、
「
ぬ
シ
」
は
主
、
「
し
２
は
霊
力
を
有
す
る

存
在
の
神
で
あ
る
。
「
や
ぐ
承
か
ん
」
「
や
ぐ
ゑ
う
ふ
か
ん
」
も
、
神
の
意
で
あ
る
。

「
か
ん
」
と
呼
ば
れ
る
カ
ミ
を
例
に
と
る
と
、
そ
れ
は
、
抽
象
的
な
自
然
神
か
ら
具
体
的
な
神
女
ま
で
含
ま
れ
る
。

時
に
は
部
落
の
民
か
ら
カ
ミ
と
呼
ば
れ
る
神
女
で
あ
り
、
時
節
や
場
所
、
祖
先
ま
で
そ
の
広
が
り
を
承
せ
る
の
で
あ
る
。

（
３
）
 

神
の
中
の
神
Ⅱ
至
高
神
を
「
か
ん
ぬ
ぱ
な
（
神
の
端
）
」
「
う
い
ぬ
ぱ
な
（
上
の
端
）
」
（
夕
坦
一
四
）
と
い
い
、
祖
神
を

「
う
や
が
ん
」
（
夕
璽
八
六
）
、
子
孫
の
神
を
「
ふ
ら
が
ん
」
「
ま
た
が
ん
」
（
夕
加
一
一
五
）
と
い
い
、
男
神
を
「
ぴ
き
り
や

が
ん
」
「
さ
む
り
や
が
ん
」
（
夕
犯
一
一
一
九
・
四
○
）
と
呼
ぶ
。
そ
の
他
、
夫
婦
連
れ
添
っ
て
い
る
神
を
「
ゑ
う
と
う
が
ん
」

「
う
ち
や
イ
か
ん
」
（
夕
嘔
一
一
○
）
と
い
う
。

白
研
究
略
史
・
本
稿
目
的
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そ
の
後
は
、
ほ
と
ん
ど
稲
村
論
文
の
引
用
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

（
６
）
 

一
九
七
四
年
、
Ｗ
・
Ｐ
・
リ
ー
プ
ラ
は
、
沖
縄
の
神
念
を
「
体
系
的
叙
述
の
た
め
に
分
類
す
れ
ば
、
カ
ミ
は
五
つ
の

一
般
的
範
畷
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

第
一
範
畷
は
天
お
よ
び
自
然
現
象
群
と
で
も
命
名
さ
れ
る
ぺ
き
も
の

第
二
範
嚥
は
場
所
に
関
す
る
カ
ミ

第
三
範
嶬
は
職
掌
ま
た
は
地
位
の
カ
ミ

第
四
範
噂
は
先
祖
の
霊

天
の
赤
巨
廷
。
０
赤
、
峨
〆
子
硬
直

部
落
の
始
祖

以
侭

初
代
酋
部
落
創
生
神
ニ
イ
リ
㈹

］ 

1 
11 

ワ

几
一
伜
ハ
順
カ
ネ
ｊ
箔

長
ニ
イ
リ
㈹

ニ
イ
リ
㈹
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ニ
ー
夢

ぷ
ｌ
少

接
尾
敬
称
辞
で
神
灸
を
形
態
的
に
分
類
す
る
と
、
「
テ
ィ
ラ
ぬ
大
按
司
」
の
よ
う
に
「
１
大
按
司
」
、
「
マ
ト
ゥ
ル
ギ

う
や
ぷ
ジ

う
や

あ
さ
士
惹
土

う
ば
ら
ｆ

親
大
按
司
」
の
よ
う
に
「
Ｉ
親
大
按
司
」
、
「
平
良
親
」
の
よ
う
に
「
ｌ
親
」
、
「
父
真
玉
」
の
よ
う
に
「
ｌ
真
玉
」
、
「
大
主
」

う
ふ
ゆ
ね
シ

●
あ
さ
い
ゆ
ん
や
ぷ
い
ゆ
ん
ま
い
シ

し
が
ｌ

の
よ
う
に
「
ｌ
主
」
、
「
大
世
主
」
の
レ
ム
う
に
「
－
主
」
、
「
朝
餉
・
夕
餉
の
真
主
」
の
よ
う
に
「
ｌ
真
主
」
、
「
大
家
主
」

倉
い

』
フ
か
士
に
Ｉ
玄
か
宮
に
Ｉ
う
ま
い

あ
さ
て
い

の
よ
う
に
「
ｌ
主
」
、
「
ミ
ー
ー
ロ
前
」
の
よ
う
に
「
ｌ
前
」
、
「
お
竃
根
・
真
竃
根
御
前
」
の
よ
う
に
「
Ｉ
御
前
」
、
「
父
太

だ
て
い
ん
が
芯
シ

と
う
ゆ

陽
」
の
よ
う
に
「
Ｉ
太
陽
」
、
「
天
加
那
志
」
の
よ
う
に
「
ｌ
加
那
志
」
、
「
母
の
神
鳴
響
承
や
１
」
の
よ
う
に
「
・
Ｉ
鴨
響

士
や
Ｉ

と
う
ゆ
し
ゆ
Ｉ

か
提
ど
う
ん

う
ふ
と
う
ぬ

ゑ
や
，
‐
」
、
「
真
屋
の
マ
ー
プ
鳴
響
ん
主
」
の
よ
う
に
「
ｌ
鳴
響
ん
主
」
、
「
金
殿
」
の
よ
う
に
「
ｌ
殿
」
、
「
ク
ー
ル
大
殿
」

第
五
範
畷
は
カ
ミ
ン
チ
ュ
、
す
な
わ
ち
、
カ
ミ
の
霊
が
週
り
う
つ
っ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
人

で
あ
る
。
Ｗ
・
Ｐ
・
リ
ー
プ
ラ
が
「
確
か
に
ギ
リ
シ
ャ
神
話
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
神
盈
の
生
活
の
記
録
と
い
う
も
の
が

（
７
）
 

沖
縄
の
カ
ミ
に
な
い
こ
と
は
明
ら
か
な
事
で
あ
る
」
と
説
く
。
こ
れ
に
比
し
、
狩
俣
の
神
灸
、
祖
先
神
は
、
》
て
の
生

（
８
）
 

活
の
断
片
を
神
歌
に
記
録
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
ま
ず
接
尾
敬
称
辞
に
よ
る
形
態
的
分
類
を
行
な
い
、
Ｗ
・
Ｐ
・
リ
ー
ブ
ラ
の
分
析
を
参
考
に
し
、
狩
俣

の
ピ
ャ
ー
シ
や
ダ
ー
ビ
に
現
わ
れ
た
神
々
に
ど
の
よ
う
な
神
念
が
い
る
か
を
ゑ
て
い
く
。

日
接
尾
敬
称
辞
に
よ
る
形
態
的
分
類

一一
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く
ら
ま
か
ん

の
よ
う
に
「
ｌ
大
殿
」
、
「
車
神
」
の
よ
う
に
「
‐
－
神
」
で
あ
る
。

接
尾
敬
称
辞
を
基
に
分
類
す
る
と
十
七
種
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
名
前
そ
の
も
の
で
呼
ば
れ
る
神
盈
が
存
在
す
る
。
後

者
の
多
く
が
祖
先
神
と
推
定
で
き
る
神
々
で
あ
り
、
透
明
度
ｊ
も
高
い
。
が
、
前
者
は
か
な
り
不
透
明
な
神
黎
も
混
在
し

て
い
る
。
オ
ホ
ナ
ム
チ
が
オ
ホ
ク
ー
ー
ヌ
シ
と
呼
ば
れ
た
よ
う
に
、
同
様
な
こ
と
が
狩
俣
の
神
斉
で
も
承
ら
れ
る
。
接
尾

敬
称
辞
で
呼
ば
れ
る
神
☆
を
表
に
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

（
神
之
の
欄
で
「
父
太
陽
・
親
大
鵬
」
と
記
し
て
い
る
の
は
対
語
で
同
じ
接
尾
敬
称
辞
。
神
々
の
別
称
の
欄
も
対
語
と
し
て
用
い

ら
れ
た
も
の
。
）

１ 

虫
且
■

ｌ
真
玉

て
群
箆

，
‐
‐
太
陽

接
尾
敬
称
辞

凸
き

う
や

●
父
真
玉
・
親
真
玉

⑭
鈩

前
真
玉

あ
さ

り
や

●
父
太
陽
・
親
太
陽

ゆ
Ｉ

夜
太
陽

怨
寵
恨
真
鐙
旧

神

々

■
い
ぴ
ク
キ

前
坐
底

中
Ｉ
チ
キ

夜
口
勾

へ
鞠
哩
制

神

と
の
別

祖
先
神

祖
先
神

月
神

父
な
る
神
、
親
な
る
神
の
意

で
、
男
神
。
祖
先
神

関
口
肘

門
劉
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７ ６ ５ 

｜ 
親：

う
や
■
グ

ー
親
大
按
司

１
大
按
司

整
一
尾
鈎
戦
匂
竹
騨

ご
さ
ら

ｅ
平
良
親

玄
晩

④
前
真
玉
親

③
マ
ト
ゥ
ル
ギ
親
大
按
司

上
の
屋
親
大
按
司

ｏ
漁
が
親
大
按
司

か
に

金
サ
親
大
按
司

う
や

●
親
大
按
司

亡
と
り
垈
沙

漁
が
大
按
司

④
テ
ィ
ラ
ぬ
大
按
司

￣－ 

ピ
さ
ら
と
⑪

平
良
殿

前
坐
底
鳴
響
承
や
Ｉ

由
シ

磯
の
主

と
生
し
ゆ
ｌ

嶋
轡
ん
主
加
那
志

；
い

上
ぬ
屋
マ
ト
ゥ
ル
ギ

テ
ィ
ラ
ぬ
大
按
司
鳴
響
承
や
１

う
沖
亡
つ
ヴ
あ
ま
ぬ
シ

上
の
子
真
土
一

し
ゆ
－

上
の
主

マ
ト
ゥ
ル
ギ

｝祖先神

平
良
地
方
の
豪
族
名

「
前
真
玉
」
に
同
じ
。

漁
の
神

祖
先
神

神
の
子
の
中
で
特
に
す
ぐ
れ
た

神
、
の
意
。

身
分
の
高
い
カ
ミ
の
中
で
も
中

心
的
存
在
。

祖
先
神

祖
先
神

偶
圏
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一
口

｜ 
主：

う
ぶ
ゆ
屯
ク
て
い
麓
中
血
シ

大
世
主
・
太
陽
世
主

シ
士

●
島
ぬ
主

あ
ぶ
イ
血
シ
ぼ
い
ん
ロ
シ

●
東
主
・
繁
栄
の
主

飽
か
ん
主

磯
座
主

磯
の
主

ト
ヨ
ら

所
主

〃
。
と
う
ぐ
》

莱
主

じ
ん

か
に

銭
ね
主
・
金
ぬ
主

地
頭
の
主

大
座
主

く
ら
砂

う
い
か
主
・
位
主

や踏みや大車：大鳶久《や太世根Ｆ大漁漁直神大量頭ｆ
ぐ鎮鰹ぐ神神；神斑葉ぽぐ陽勝ぬ主がが>主家ｒｔ
糸承みん良らみ世り世噸親主&主f主W′
神神よぱ神抱勝：大’

キくい按
い神司

祖
先
神

神
酒
の
神

区
域
の
神

豊
穣
豊
年
の
神

祖
先
神
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10 ９ 

竺
工
⑫
シ

ー
ー
‐
真
主

｜ 
主Ｓ

接
尾
敬
称
辞

士
ん
ざ

万
座
主

あ
ざ
沖
ゆ
ん
中
垂
沖
◆
ん

朝
餉
夕
鏑
ぬ
真
主

う
み
左
つ
ヴ
乃

上
の
子
の
真
主

噸
か
び

⑥
若
坐
ｈ
ソ
ぬ
真
主

む
む
や
シ

百
ぱ
，
‐
か
キ
八
十
ざ
１
‐
オ
ギ

真
主
や
上
鱈

家
踏
鎮
ゑ
ぬ
真
主

△
ｚ
几
チ

ぞ
う

真
道
主
・
門
ぬ
主

浜
の
主

根
立
て
主
・
始
め
主

村

々

う
ぷ
ぐ
ふ
と
う
の

大
城
殿

テ
ィ
ラ
ぬ
大
按
司
鳴
響
承
や
Ｉ

山
ぬ
う
シ
ラ
ズ

か
に
ド
ノ

金
殿

か
庭
ど
う
ロ
し
ゆ
Ｉ

金
殿
主

司
神 ややや
ぐぐぐ
Z八糸承

神神大
嶋神
響
承
や

神
台
の
別
称

朝
食
夕
食
の
神

祖
先
神

祖
先
神

家
葺
き
針
の
神

祖
先
神
で
あ
る
大
城
殿
の
尊

称
。 司
神
（
神
女
の
こ
と
）
の
聴
称

と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
豊
漁
の

神
。

部
落
の
東
門
に
坐
ナ
ー
ー
ッ
ジ
ャ

金
殿
と
い
う
守
護
神
。

旅
先
、
道
中
の
安
全
を
も
守

る
。
祖
先
神
か
。

あ
る
物
事
、
特
に
祭
事
な
ど
を

最
初
に
始
め
た
神
を
い
う
。

特
徴
な
ど
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1３ 1２ 11 

と
う
＄

－
鴫
響
承
や
‐
‐

部
な
シ

ー
加
那
志

｜ 
主；

④
仲
屋
勢
頭
鳴
響
染
や
－

前
坐
底
鳴
響
承
や
－

や
ぐ
象
神
鳴
響
糸
や
－

父
真
玉
鴨
響
承
や
１
．
親
真

玉
鴨
響
み
や
－

大
世
主
鳴
響
承
や
－

●
テ
ィ
ラ
ぬ
大
按
司
鳴
響
み
や

金
殿
主

さ
と
う

漁
ぬ
主

て
い
ん
う
い

天
加
那
志
・
上
加
那
志

と
よ
し
＊
－

嶋
饗
ん
主
加
那
志

４
つ
沖

上
ぬ
主

う
ぷ
や
か
し
６

大
家
主
・
頭
主

太
陽
世
抱
く
神

う
い
な
つ
ヴ
▲

上
の
子
の
真
主

鳴
響
ん
主
加
那
志

前
真
玉
親

根
立
て
主

か
に

金
サ
親
大
按
司

な
か
や
せ
ど

仲
屋
勢
頭
鳴
響
み
や
ｉ
‐

一
五
や

真
屋
ぬ
．
ま
ぶ
く
イ

テ
ィ
ヲ
ぬ
大
按
司

、
シ

飽
か
ん
主

嘘
い
ん
い
〃

繁
栄
の
主

漁
が
大
按
司

幻
か

門
ぬ
主色
か

磯
ぬ
主

□
■
１
千
屯
０
－
■
０
凸
５
９
０
１
．
●
○
６
０
「
－
‐
０
７
１
ｔ
。
‐
１
４
Ｐ
０
ｉ
Ｌ
Ｔ
４
０
０
０
‐
ｊ
５
ｆ
８
Ｄ
・
Ｉ
Ｔ
Ｌ
Ｐ
９
Ｉ
Ｖ
ｂ
０
０
Ｏ
０
０
白
０
。
■
ご
Ｄ
■
■
Ｊ
白
■
●
ｆ
２
Ｓ
８
■
Ｉ
Ｃ
Ｆ
・
△
Ｊ
●
１
口
も
Ｉ
Ｉ
１
０
ｌ
ｑ
■
Ｐ
□
・
Ａ
ｌ
■
』
Ｏ
Ｂ
□
◆
●
ｑ
ｂ
Ｊ
Ｐ
１
－
■
Ｉ
Ｓ
Ｐ
▲
■
Ｇ
Ｐ
１
刊
■
ｑ
ｑ
０
■
１
０
ｒ
ｌ
●
●
０
４

祖
先
神

祖
先
神

祖
先
神

「
父
真
玉
」
に
同
じ
か
。

豊
穣
・
豊
年
の
神

祖
先
神

祖
先
神

「
前
坐
底
」
に
同
じ
か
。

根
立
て
主
の
尊
称
。

祖
先
神

ニ
ー
ッ
ジ
ャ
金
殿
の
こ
と
。

豊
漁
の
神
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1５ 1４ 1３ 

と
う
ゆ

鴫
響
象
や

殿
些
う
他

と
う
中
Ｌ
心

鳴
響
ん
主

接
尾
敬
称
辞

④
大
城
殿

⑰
真
屋
の
マ
ー
プ
鳴
響
ん
主

⑥
マ
パ
ル
マ
ー
ル
鴨
響
ん
主

⑤
世
勝
り
鳴
響
ん
主

●
金
サ
ビ
チ
鴫
響
ん
主
・

く
ぼ
ら

久
葉
良
ぱ
－
ジ
鴨
響
ん
主

仲
屋
勢
頭
鳴
響
ん
主

外
聞
ダ
ラ
鳴
響
ん
主

あ
が
イ
か
に
鴨
響
ん
主

つ
か
さ
か
ん

可
神
鳴
響
承
や

鴫
響
承
や
－

ん
玄

母
ぬ
神
鳴
響
熟
や

神

角

や
ぐ
ふ
神

由
っ
ち
ゃ

甘
い

．
祭
り
神
ア
ラ
カ
社
司

か
わ
丑
つ
ば
ら

川
満
原
司

家
踏
鎮
訟
ぬ
真
主

友
利
原
司

羽
立
原
司

ん
承
や
オ
原
司

う
ぷ
か
ん

や
〈
、
象
大
神

神
盈
の
別
称

祖
先
神

祖
先
神

祖
先
神

祖
先
神
、
未
詳

祖
先
神
、
未
詳

祖
先
神

祖
先
神

祖
先
神

祖
先
神

神
女

・
ア
ラ
ヵ
杜
、
川
満
原
、
ん
染

や
オ
原
、
友
利
原
、
羽
立
原

は
地
名
。

・
狩
俣
で
は
仲
間
元
の
神
女
を

さ
す
。

狩
俣
の
最
高
神
女
の
ア
プ
ン
マ

の
シ
〒
ど
◎ 特
徴
な
ど

１２２ 
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1６ 1５ 

上
職

’ 

●
ク
ー
ル
大
殿

う
が
。
へ

●
な
－
リ
大
殿
・
大
神
大
殿

○
と
の

●
平
良
殿

●
金
殿

●
一
一
ツ
ジ
ャ
金
殿
・
ア
ロ
ー
金

殿

●
大
ふ
ギ
殿
・
神
ふ
ギ
殿

＄
Ｉ
か
式
ど
う
ん
ぷ
ん
か
イ
ピ
う
ん

●
世
毎
殿
・
分
毎
殿

う
ふ
ゆ
ど
う
ん

の
大
世
殿

ど
う
ん

と
う
ん

ｏ
お
‘
‐
ギ
水
殿
・
く
る
ギ
水
殿

う
ふ
募
中
イ
か
ん
巫
中
イ

●
大
秘
世
殿
・
神
穂
世
殿

う
ら
〃
な
ふ

り
△
正

●
種
下
ろ
し
》
」
と
の
殿
地
並
承

殿わ
か
ち
糸
ホ
イ

●
赤
豆
殿
・
生
ｈ
ソ
豆
殿

ｅ
あ
か
ん
が
殿
・
ふ
き
や
ぎ
ん

が
殿
△
な
か
△
午
つ
シ

ｅ
清
琴
ご
中
子
殿
・
白
中
子
殿

や
い

●
び
ゃ
１
‐
し
声
殿
・
い
‐
‐
な
声

殿

ク
ー
ル
な
い
シ
承
や
Ｉ

神
主
が
神

平
良
親

門
の
主

ク
ー
ル
岬
に
坐
す
神

大
神
島
の
神

祖
先
神
・
守
護
神

祖
先
神

豊
襖
・
豊
年
の
神

豊
穣
・
豊
年
の
神

源
泉
の
神

豊
穣
の
神

発
芽
・
豊
作
の
神

赤
豆
の
神

甘
露
の
神

胎
児
の
神

神
歌
の
神

平
良
地
方
の
豪
族

一
一
ヅ
ジ
ャ
金
殿
の
こ
と
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右
表
で
●
印
を
付
し
た
カ
ミ
に
つ
い
て
説
明
を
加
え
て
い
く
。

１
「
Ｉ
太
陽
」
は
「
山
の
プ
シ
ラ
ズ
」
と
「
テ
ィ
ラ
の
大
按
司
鳴
響
柔
や
！
」
の
間
に
で
き
た
子
と
、
月
神
に
用

い
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
他
「
父
太
陽
」
は
、
父
親
の
尊
称
と
し
て
使
わ
れ
る
時
も
あ
る
。

移
尾
騒
勵
廟

叡
部
旅

卑
櫛
・
全

鉾
声
止

犀
エ
側
塑
鈩

股
←
ｒ
囮
輔
０
ケ

r巳

璽

唾
Ｚ
耐

腰
弓
川
か
屯
胎
Ｎ
ｒ
Ｄ
宏

124 

神黙

接尾敬称辞
いぴ■

威部間神・所神威部間神・ピキ主神
９か世かんお竃神

上鰹所神・踏鎮糸神踏鎮承神・やぐ象神
や左とう

大和神・やぐふ神
あ立て

我我柔かん●天照らす神・大御神
ワトー

地頭ぬ神・やぐふ神
か促車神・金ぬ神チかさ立つわ〒司神・祭りの神

むむ
百神

神々

ミーロ前
■シ所主じ人ロ夕銭ぬ主幻シ浜の主ぴや－上の比屋

神角の別称
地域の神地域の神電の神屋敷の神屋敷の神外来神か外来神単に関わる神仲間元の神女一般下級神女

特徴など

１７ １１ 

Hosei University Repository



２
「
Ｉ
真
玉
」
も
三
例
の
承
で
、
祖
先
神
ら
し
い
神
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

３
「
Ｉ
前
」
、
４
「
Ｉ
御
前
」
は
砿
の
神
だ
け
で
あ
る
。

５
「
１
大
按
司
」
は
、
神
歌
の
ダ
ー
ビ
の
主
人
公
と
し
て
謡
わ
れ
て
い
る
「
テ
ィ
ラ
の
大
按
司
」
「
上
の
屋
マ
ト
ゥ

ル
ギ
」
と
い
う
祖
先
神
に
だ
け
用
い
ら
れ
て
い
る
。

６
「
ｌ
親
大
按
司
」
は
先
述
し
た
「
上
の
屋
マ
ト
ゥ
ル
ギ
」
と
「
漁
が
親
大
按
司
」
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
後
者

は
、
「
志
立
元
の
ピ
ャ
ー
シ
」
で
は
、
「
ま
ト
が
ポ
ジ
」
「
う
や
ポ
ジ
（
親
大
按
司
と
、
「
ピ
ャ
ー
シ
の
威
部
間
声
」
で
は

ま
と
う
し
や
Ｉ
い
シ
垣
診

さ
と
う
う
や
▲
歩
い
ソ
ノ
ン

「
漁
が
主
」
「
磯
ぬ
主
」
、
「
東
山
の
祓
い
声
」
で
は
、
「
漁
が
親
大
按
司
」
「
磯
の
主
神
」
と
謡
わ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、

磯
の
神
・
漁
の
神
で
あ
る
。
具
体
的
に
ど
の
祖
先
神
を
さ
す
か
未
詳
。

う
ゃ
ニ
ー
ジ

「
上
の
屋
親
大
按
司
」
は
「
上
の
星
マ
ト
ゥ
ル
ギ
」
と
も
い
う
。
「
大
城
元
の
ピ
ャ
ー
シ
」
や
「
上
の
星
マ
ト
ゥ
ル

ギ
の
ク
ー
ビ
」
に
謡
わ
れ
て
い
る
が
、
ダ
ー
ビ
に
比
し
、
ピ
ャ
ー
シ
で
は
、
そ
の
素
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き

う
や
ぶ
Ｉ
彦

な
い
。
た
轄
爬
、
「
親
大
按
司
」
と
敬
称
で
呼
ば
れ
る
祖
先
神
と
さ
れ
て
い
る
。
「
上
の
星
」
は
部
落
の
上
手
に
立
地
す
る

地
理
的
形
勢
か
ら
出
た
屋
号
で
あ
る
。
そ
の
家
の
マ
ト
ゥ
ル
ギ
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
タ
ー
ピ
に
よ
る
と
彼
は
、
威
部

間
の
神
、
屋
敷
の
神
と
し
て
坐
す
よ
う
で
あ
る
。

神
歌
で
は
、
次
の
よ
う
に
説
く
。
彼
が
五
歳
の
頃
漁
に
出
か
け
た
（
旅
嘉
例
・
沖
嘉
例
を
と
っ
た
）
。
大
海
で
暴
風
に
遭

遇
し
、
流
れ
つ
い
た
と
こ
ろ
が
唐
の
国
で
あ
っ
た
。
そ
こ
の
仮
り
の
宿
に
お
い
て
も
立
身
出
世
し
、
妻
を
め
と
り
、
頭

衆
。
旦
那
衆
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
帰
郷
の
念
深
く
、
帰
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
条
件
と
し
て
、
牛
を
毅
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７
「
－
親
」
は
神
歌
ダ
ー
ビ
で
主
人
公
と
し
て
謡
わ
れ
て
い
る
「
平
良
親
」
「
前
真
玉
」
だ
け
に
用
い
ら
れ
て
い

る
。
お
そ
ら
く
狩
俣
の
祖
先
神
で
は
な
か
ろ
う
か
。
「
平
良
親
の
ダ
ー
ビ
」
に
、

セ
ピ
さ
ら
う
や
う
や
や

平
良
親
親
は

ピ
さ
ら
と
う
ぬ
と
う
ぬ
や

平
良
殿
殿
は

〈
に
－
ぬ
ゆ
ま
さ
イ
ど
う

根
の
世
勝
り
は

う
い
か
な
シ
か
ん
ど
う

う
い
か
主
神
は

九
あ
が
イ
ぞ
’
ん
び
ゅ
－
リ
よ
－
東
門
に
坐
っ
て
ね

ヴ
ぁ
Ｉ
ら
ぞ
’
ん
ぴ
ゅ
Ｉ
リ
よ
－
上
手
の
門
に
坐
っ
て
ね

と
あ
る
。
「
ど
う
」
を
「
ぞ
」
と
解
す
る
な
ら
「
平
良
親
」
は
「
根
の
世
勝
り
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
「
は
」
と
し
て

も
「
平
良
親
」
を
誘
い
込
む
た
め
の
ダ
ー
ビ
に
対
句
的
に
用
い
ら
れ
る
と
い
う
不
自
然
さ
が
生
ず
る
。
「
平
良
親
」
の

し
、
お
ゑ
き
を
栫
え
、
祭
祀
を
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

（
９
）
 

お
さ

口
碑
に
よ
る
と
唐
で
、
そ
》
」
の
長
の
娘
を
妻
に
す
る
ほ
ど
立
身
出
世
し
た
マ
ト
ゥ
ル
ギ
は
、
帰
郷
の
気
持
ち
を
妻
に

話
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
妻
が
知
恵
を
授
け
た
、
と
い
う
。
一
は
、
ダ
ー
ビ
に
あ
る
よ
う
に
牛
を
捧
げ
、
祀
り
を
行
な
う

こ
と
。
一
一
は
、
唐
の
風
習
に
違
反
し
、
長
に
勘
当
し
て
も
ら
う
）
」
と
。
即
ち
食
物
の
入
っ
た
皿
を
箸
で
、
あ
る
い
は
煙

草
盆
を
キ
セ
ル
で
手
元
に
寄
せ
る
こ
と
を
妻
の
父
の
目
前
で
行
な
う
こ
と
だ
と
い
う
。
そ
の
策
に
よ
っ
て
帰
郷
し
た
祖

先
神
で
あ
る
。
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し
オ
－

ん
主
」
、

と
い
」
う
。

⑨
シ

９
「
‐
‐
‐
主
」
は
漠
然
と
し
て
東
方
に
坐
す
神
か
ら
祖
先
神
、
場
所
の
神
、
豊
穣
・
豊
年
・
豊
漁
の
神
、
神
酒
の
神
、

神
女
ま
で
幅
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。

シ
ヱ
回
シ

く
ば
ら

「
島
ぬ
主
」
Ｌ
」
い
わ
れ
る
「
久
葉
良
ぱ
キ
」
に
つ
い
て
述
ぺ
て
い
く
。

噸
Ｉ
ジ
と
功
し
心
１

卜
■

「
大
城
元
の
ピ
ャ
ー
ー
シ
」
で
は
「
く
ば
ら
大
按
司
鳴
響
ん
主
」
、
「
志
立
元
の
ピ
ャ
ー
シ
」
で
は
「
く
ば
ら
ぱ
ギ
鴨
饗

し
オ
ー

ぱ
少

合
し
ｐ
’

ん
主
」
、
「
仲
嶺
元
の
ピ
ャ
ー
ー
シ
」
で
は
、
「
く
ば
ら
大
按
司
鳴
響
ん
主
」
、
「
東
山
の
祓
い
声
」
で
は
「
く
ば
ら
ぱ
キ
」

，
と
‘
も
い
い
、
》

よ
う
で
あ
る
。

業
続
は
、
「
前
の
弁
」
「
向
か
い
井
」
を
掘
り
、
石
積
承
し
た
こ
と
が
ダ
ー
ビ
に
あ
る
。
一
方
、
「
狩
俣
祖
神
の
ニ
ー
リ
」

で
は
、
機
織
り
の
名
人
マ
ジ
マ
ラ
ー
の
布
を
略
奪
し
に
来
た
人
物
で
真
屋
の
マ
・
フ
コ
イ
と
た
た
か
っ
た
人
物
に
も
「
平

良
殿
」
が
い
る
。
同
一
人
物
な
の
か
別
人
な
の
か
、
そ
の
判
断
は
さ
け
た
い
。

「
前
真
玉
」
は
、
ダ
ー
ビ
に
謡
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
素
性
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
創
成
神
の
正
し
い
血
筋
を

引
く
子
孫
の
神
「
ふ
ら
が
ん
ど
う
や
り
ぱ
（
子
供
の
神
で
あ
る
か
ら
）
ま
た
が
ん
ど
う
や
り
ぱ
厩
神
で
あ
る
か
ら
）
」
と
記

さ
れ
て
い
る
の
笠
で
あ
る
。

あ
る
ジ
う
悪
ら
少
が
柔
や
刀
少

８
「
－
主
」
は
「
大
主
」
「
神
主
」
「
野
田
神
主
」
だ
け
で
あ
る
。
「
大
主
」
「
神
主
」
は
「
大
座
主
」
「
磯
座
主
」

と
も
い
い
、
前
述
し
た
「
漁
が
親
大
按
司
」
同
様
、
漁
の
神
の
よ
う
で
あ
る
。
後
者
は
、
野
田
部
落
地
域
に
坐
す
神
の

『
宮
古
島
紀
亭
』
中
の
「
狩
俣
こ
主
ら
は
ひ
霊
術
を
行
な
う
こ
と
」
の
記
事
や
『
宮
古
島
旧
記
』
の
「
糸
数
大
按
司
、
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従
弟
飛
鳥
爺
が
た
め
に
仇
を
報
ぜ
し
事
」
は
、
こ
の
神
に
関
連
す
る
記
事
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
小
真
良
は
い
ば

琉
球
の
津
堅
村
の
人
で
、
妹
と
ふ
た
り
宮
古
に
駆
け
落
ち
し
た
よ
う
で
あ
る
。
最
初
は
白
川
浜
に
住
ん
で
い
た
が
、
戦

乱
が
多
い
た
め
狩
俣
の
遠
見
台
の
地
に
住
居
を
構
え
た
よ
う
で
あ
る
。
連
れ
て
き
た
妹
は
石
原
城
の
思
千
代
按
司
に
嫁

し
た
。
そ
の
後
、
恩
千
代
按
司
や
そ
の
子
の
獅
子
真
良
が
糸
数
按
司
に
射
殺
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
仇
を
、
呪
術
を
用
い

て
う
つ
。
ま
た
倭
人
か
ら
槍
を
呪
術
で
と
り
あ
げ
る
な
ど
、
呪
術
や
占
い
に
秀
で
て
い
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
狩

俣
部
落
の
東
門
、
中
門
、
西
門
を
構
え
、
部
落
の
周
囲
に
石
垣
を
築
い
た
の
も
彼
の
事
績
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
「
島
の

主
」
と
し
て
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。

虫
、
シ

、
「
ｌ
真
主
」
は
食
事
の
神
と
家
葺
き
針
の
神
、
祖
先
神
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

鰹
か
び

「
若
坐
り
ぬ
真
主
」
と
呼
ば
れ
る
「
山
越
フ
シ
ー
フ
ズ
」
は
、
そ
の
ダ
ー
ビ
が
あ
る
。
正
し
い
血
筋
の
「
ふ
ら
が
ん
」

女
い
侭
や
う
ふ
や

「
ま
た
が
ん
」
（
子
孫
の
神
）
で
あ
り
、
狩
俣
の
前
の
家
大
家
の
万
座
に
小
》
ご
な
家
を
、
ま
ず
初
め
に
建
て
た
。
そ
れ
か

ら
大
城
元
の
屋
敷
の
長
さ
や
幅
を
計
り
、
山
を
雛
ぎ
払
っ
て
後
、
息
を
ひ
き
と
っ
た
、
と
ダ
ー
ビ
に
謡
い
込
ま
れ
て
い

る
。
若
く
し
て
死
ん
だ
た
め
「
若
坐
り
の
真
主
」
と
称
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
一
方
、
ロ
碑
に
よ
る
と
「
山
の
う

う
墓
＋
上
立
だ
■

シ
ラ
ズ
」
は
、
蛇
で
あ
る
が
若
い
男
性
に
姿
を
変
え
、
テ
ィ
ー
フ
の
大
按
司
（
大
城
真
玉
）
と
い
う
女
性
の
も
と
に
狩
俣
の

必
さ
て
い

イ
ス
ガ
ー
（
磯
井
）
近
く
の
岩
穴
か
ら
夜
毎
通
い
、
契
り
を
結
ん
だ
。
そ
し
て
子
供
を
生
ん
だ
と
い
う
。
そ
の
子
が
父
太

臆陽
と
称
さ
れ
る
祖
先
神
で
あ
る
。

し
ゆ

ｕ
「
ｌ
主
」
は
一
一
人
の
祖
先
神
「
テ
ィ
ラ
の
大
按
司
」
「
ニ
ッ
ジ
ャ
金
殿
」
と
豊
漁
・
繁
栄
の
神
に
用
い
ら
れ
て
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ぶ
Ｉ
ジ
と
う
ゆ

う
浄
抜
っ
ぴ
あ
玄
ｎ
ケ

し
中
Ｉ

「
テ
ィ
ラ
の
大
按
司
鳴
響
み
や
－
」
は
「
上
の
子
の
真
主
」
「
上
ぬ
主
」
と
Ｊ
も
呼
ば
れ
る
。
「
大
城
元
の
ピ
ャ
ー
シ

（
男
）
」
や
「
テ
ィ
ラ
の
大
按
司
の
ダ
ー
ビ
」
に
現
出
す
る
。

神
歌
で
は
、
「
男
神
で
あ
り
、
士
神
で
あ
り
」
狩
俣
の
祖
神
の
正
し
き
血
筋
を
引
い
た
「
ふ
ら
が
ん
（
子
等
神
）
」
「
ま

た
が
ん
（
股
神
）
」
で
あ
る
と
す
る
。
即
ち
、
子
孫
神
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
事
績
を
残
し
た
神
で
あ
る
か
、
詳
ら
か
で

な
い
。
た
だ
、
テ
ィ
ダ
（
太
陽
）
で
な
く
、
テ
ィ
ラ
と
い
う
こ
と
ば
が
、
ガ
マ
（
岩
穴
）
と
関
り
を
も
っ
た
祖
先
神
を
祀
っ

た
自
然
の
墓
穴
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、
そ
こ
に
祀
ら
れ
て
い
る
祖
先
神
と
い
う
可
能
性
氷
）
で
て
く
る
が
不
詳
。
前
述
し

た
「
山
の
フ
シ
ラ
ズ
」
の
子
を
宿
し
た
「
テ
ィ
ラ
の
大
按
司
（
大
城
真
玉
）
」
と
は
別
人
の
よ
う
で
あ
る
。
ダ
ー
ビ
で
は

男
神
で
あ
り
、
口
碑
で
は
女
神
で
あ
り
、
違
い
が
あ
る
。

「
仲
屋
勢
頭
鳴
響
み
や
Ｉ
」
は
、
そ
の
ダ
ー
ビ
・
も
あ
る
が
素
性
や
事
績
Ｊ
も
不
明
な
祖
先
神
の
よ
う
で
あ
る
。

皿
「
－
鳴
響
ん
主
」
と
呼
ば
れ
る
神
灸
は
、
皆
祖
先
神
の
よ
う
で
あ
る
。

「
真
屋
の
マ
ー
プ
鳴
響
ん
主
」
は
、
真
屋
の
真
誇
り
と
も
称
せ
ら
れ
、
ダ
ー
ビ
や
ニ
ー
リ
に
謡
い
込
ま
れ
て
い
る
。

按い
司１２る
Ｌｏ 

る

゜１３

「
ｌ
加
那
志
」
は
、
漠
然
と
し
た
神
の
尊
称
と
、
鳴
響
ん
主
加
那
志
と
称
せ
ら
れ
る
三
祖
先
神
「
金
サ
ー
親
大

「
仲
屋
勢
頭
鳴
響
み
や
－
」
「
真
屋
い
ま
ぶ
く
イ
」
の
別
称
の
敬
称
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

と
う
夕

「
－
鳴
響
み
や
－
」
は
祖
先
神
と
豊
穣
・
豊
年
を
賜
わ
れ
る
神
、
神
女
の
神
号
の
敬
称
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い

－
０
Ｊ
ｂ
Ｉ
Ｉ
ｐ
Ｆ
６
‐
・
Ｐ
Ｉ
ｑ
ｌ
Ｇ
ｉ
Ｉ
ｊ
Ｐ
・
０
０
↑
■
‐
Ｏ
Ｄ
Ｐ
ロ
ー
リ
ー
４
６
６
－
９
ｌ
ｂ
９
－
卜
Ｊ
り
ド
０
－
Ｆ
０
－
１
１
－
Ⅲ
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ダ
ー
ビ
で
は
、
正
し
き
血
筋
の
子
孫
の
神
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
「
狩
俣
祖
神
の
ニ
ー
リ
」
で
は
、

大
城
真
玉
の
娘
マ
ジ
マ
ラ
ー
を
、
「
な
ら
ぶ
ぱ
が
（
自
分
の
叔
母
が
）
う
や
ぶ
ぱ
が
チ
み
や
Ｉ
ん
（
親
叔
母
が
た
め
に
）
」
と

一
一
一
一
口
え
る
関
係
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
機
織
り
の
名
人
マ
ジ
マ
ラ
ー
の
織
っ
た
布
を
、
下
地
の
奴
達
や
平
良
親
が
奪
い

に
来
た
の
で
、
自
分
の
刀
を
抜
い
て
戦
い
、
相
手
を
や
っ
つ
け
、
そ
の
名
声
が
宮
古
中
、
沖
縄
ま
で
も
な
く
根
島
ま
で

鴨
響
ん
だ
英
雄
神
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

「
て
ハ
ル
マ
ー
ル
鴫
響
ん
主
」
は
、
ニ
ー
リ
に
出
て
く
る
大
城
真
玉
の
長
女
「
マ
パ
ル
マ
」
の
別
名
か
、
未
詳
。

「
世
勝
り
鳴
響
ん
主
」
は
、
口
碑
に
よ
る
と
「
根
の
世
勝
り
」
の
別
名
と
い
う
。
「
根
の
世
勝
り
」
に
つ
い
て
は
、

ぱ
ざ
ん
糸

大
城
元
や
仲
嶺
元
で
謡
う
ダ
ー
ビ
が
あ
る
。
そ
し
て
、
狩
俣
禿
嶺
に
そ
の
威
部
が
あ
り
、
東
門
東
南
に
祀
ら
れ
る
聖
域

が
あ
る
。

「
根
ぬ
世
勝
り
」
も
「
大
城
真
玉
」
の
子
で
あ
る
。
正
し
い
血
筋
の
子
孫
で
あ
り
、
神
の
中
の
神
と
し
て
敬
わ
れ
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
禿
嶺
に
住
居
を
か
ま
え
た
男
神
で
あ
る
。
東
門
の
上
で
百
弓
、
八
十
弓
を
抱
い
て
外
敵
を

あ
ぶ
り
な
り
か
、

追
い
払
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
東
に
坐
す
神
（
東
成
金
）
と
し
て
、
昼
夜
警
護
に
当
り
外
敵
を
退
け
て
い

る
。
部
落
の
子
孫
が
年
老
い
て
も
歩
行
の
安
全
を
守
る
。
海
か
ら
入
っ
て
く
る
疫
病
も
防
ぐ
。
立
身
出
世
す
る
よ
う
に

学
問
の
世
界
で
も
守
護
し
て
く
れ
る
神
と
し
て
ダ
ー
ビ
で
謡
わ
れ
て
い
る
。
ニ
ー
リ
で
は
、
禿
嶺
に
大
屋
敷
を
造
り
、

う
し
申
’
て
い
ん

後
に
は
船
も
造
る
。
交
易
の
た
め
布
や
糸
を
た
く
さ
ん
積
承
、
那
覇
に
行
く
。
そ
し
て
御
主
天
（
首
里
の
王
か
）
に
積
荷

く
鱗
い
し
ゆ

を
進
上
し
、
多
大
な
褒
賞
に
あ
ず
か
っ
た
と
謡
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
ニ
ー
リ
に
「
久
貝
主
の
早
船
は
」
「
御
船
主
の
早

‐
ョ
ロ
ョ
●
冒
冒
冒
冒
●
－
．

０
恥
，
や
冴
一
包
軋
‐
』
０
．
‐
－
１
－
’
６
Ａ
，
孚
区
・
も
円
‐
’
一
‐
』
■
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船
は
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
別
に
、
こ
の
よ
う
に
も
呼
ば
れ
て
い
た
と
も
推
測
さ
れ
る
。

「
金
サ
ビ
チ
鴨
響
ん
主
」
は
「
大
城
元
の
ピ
ャ
ー
シ
（
男
と
に
謡
い
込
ま
れ
た
人
物
で
あ
る
。

言
ゆ
ま
さ
イ
と
う
ゆ
ん
し
ゅ
１
世
勝
り
〈
神
名
〉
鴫
響
む
主
を

な
Ｉ
や
－
ぎ
よ
－
い

衆
く
よ
う

一
一
一
か
仁
さ
ビ
チ
と
う
ゆ
ん
し
ゅ
－
カ
ー
ー
サ
ピ
チ
〈
金
殿
〉
鴫
響
む
主
を

な
－
や
１
ぎ
よ
－
い

巣
く
よ
う

と
、
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
り
未
詳
。
名
前
か
ら
鉄
具
と
関
わ
り
を
も
っ
た
祖
先
神
と
い
う
こ
と
が
、
推
定
さ
れ
る

だ
け
で
あ
る
。
大
城
元
の
ア
ブ
ン
マ
が
う
た
う
「
金
サ
ー
親
大
按
司
の
ダ
ー
ビ
」
の
主
人
公
と
同
一
人
物
だ
、
と
仮
定

し
て
も
、
正
し
い
血
筋
を
ひ
い
た
子
孫
神
と
謡
い
込
ま
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

「
外
聞
ダ
ラ
鳴
響
む
主
」
「
あ
が
イ
か
に
鳴
響
ん
主
」
も
祖
先
神
ら
し
い
が
、
未
詳
。

巧
「
ｌ
殿
」
は
部
落
に
攻
め
て
き
た
英
雄
的
人
物
だ
け
で
な
く
、
部
落
の
祖
先
神
や
自
然
現
象
に
関
わ
る
抽
象
的

な
豊
穣
の
神
や
具
体
的
な
豊
穣
の
神
ま
で
に
付
さ
れ
る
。
「
と
の
」
「
と
う
ぬ
」
「
ど
う
い
」
は
「
大
城
殿
」
「
平
良
殿
」

巾
Ｉ
か
イ
ど
う
ん

「
金
殿
」
、
「
ど
う
ん
」
は
「
金
殿
」
を
は
じ
め
「
大
ふ
ギ
殿
」
の
祖
先
神
を
は
じ
め
「
世
毎
殿
」
筬
ど
豊
作
に
関
わ
る

神
の
敬
称
で
あ
る
。

「
大
城
殿
」
は
別
名
「
家
踏
鎮
み
ぬ
真
主
」
と
称
せ
ら
れ
る
。
「
家
踏
鎮
承
」
は
、
家
屋
・
家
庭
だ
け
で
な
く
部
落

の
礎
を
築
き
、
繁
昌
さ
せ
て
い
く
と
い
う
呪
的
な
意
味
を
含
む
。
そ
の
神
が
「
大
城
殿
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
「
大
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「
大
ふ
ギ
殿
」
は
別
に
「
神
ふ
ギ
殿
」
と
呼
ば
れ
、
「
カ
ニ
ャ
ー
大
司
」
と
夫
婦
神
で
あ
る
。
「
ふ
ギ
」
を
老
婆
た
ち

は
「
陰
嚢
」
と
解
し
て
い
た
。
こ
れ
ま
で
そ
の
解
釈
に
従
っ
て
き
た
が
、
「
首
」
に
し
た
ほ
う
が
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。

「
狩
俣
祖
神
の
ニ
ー
リ
」
に

ろ
ま
ん
み
う
き

真
胸
に
受
け

ま
ふ
ギ
さ
ぎ
み
－
り
ぱ

真
首
に
さ
げ
て
象
ろ
と

と
あ
る
こ
と
や
、
「
真
津
真
良
の
フ
サ
」
に
、

男
ま
ん
み
う
き
て
い
－
み
ゆ
り
ぱ
よ
－
真
胸
に
受
け
て
着
け
て
染
る
と

ま
ふ
ギ
う
き
て
い
ゑ
ゆ
り
ぱ
よ
－
真
首
に
受
け
て
着
け
て
み
る
と

と
あ
る
こ
と
に
も
よ
る
。
ま
た
、
共
時
態
の
狩
俣
方
言
で
、
「
首
」
は
「
ふ
ギ
」
で
あ
り
、
「
陰
嚢
」
は
「
ふ
ギ
イ
」
で

「
金
殿
」

述
し
た
国

て
い
る
。

城
殿
の
ダ
ー
ビ
」
で
は
、
「
や
ふ
だ
承
い
ま
ぬ
シ
」
「
ふ
ら
が
ん
ど
う
や
り
ぱ
」
「
ま
た
が
ん
ド
や
り
ぱ
」
と
、
あ
る
だ

け
で
あ
る
。
「
だ
が
狩
俣
祖
神
の
ニ
ー
リ
」
の
四
章
と
呼
ぺ
る
部
分
で
は
、
彼
の
業
績
が
謡
い
込
ま
れ
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
部
落
共
同
体
の
繁
栄
を
約
束
す
る
井
戸
を
、
彼
が
中
心
と
な
っ
て
開
掘
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
障
部

落
繁
栄
の
英
雄
的
人
物
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
あ
１
イ
な
イ
師
に
ヴ
あ
Ｉ
ら
辻
イ
か
に

「
金
殿
」
は
「
門
の
主
」
「
ニ
ッ
ジ
ャ
金
殿
」
「
ア
ロ
ー
金
殿
」
「
東
成
金
」
「
上
手
の
成
金
」
と
も
称
せ
ら
れ
る
。
前

述
し
た
「
根
の
世
勝
り
」
と
同
じ
く
、
狩
俣
部
落
の
守
護
神
と
し
て
、
「
ニ
ッ
ジ
ャ
金
殿
の
ク
ー
ピ
」
に
謡
い
込
ま
れ
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「
赤
豆
殿
」
「
生
り
豆
殿
」
は
小
豆
の
豊
作
を
つ
か
さ
ど
る
神
で
あ
り
、
「
あ
か
ん
が
殿
」
「
ふ
き
や
ぎ
ん
が
殿
」
は
甘

藷
そ
の
も
の
を
さ
す
と
同
時
に
地
上
に
吹
き
あ
げ
る
程
甘
藷
の
豊
作
を
約
束
す
る
神
と
し
て
「
殿
」
が
付
さ
れ
て
い
る
。

「
情
ぎ
中
子
殿
」
「
白
中
子
殿
」
も
胎
児
そ
の
も
の
を
さ
す
と
同
時
に
母
体
で
す
く
す
く
育
っ
て
い
る
胎
児
が
美
し

く
れ
る
神
。

あ
る
。
そ
れ
故
、
並
み
は
ず
れ
て
首
の
太
い
男
神
の
よ
う
で
あ
る
。

「
大
ふ
ギ
殿
」
は
夫
婦
一
緒
に
船
旅
に
出
た
よ
う
で
あ
る
が
、
暴
風
に
あ
い
、
「
御
主
天
」
の
元
に
流
さ
れ
て
し
ま

っ
た
。
そ
の
門
前
で
七
泊
八
日
し
て
、
う
た
を
謡
っ
て
い
た
ら
「
御
主
天
」
の
娘
に
お
茶
を
ご
馳
走
に
な
っ
た
、
と
い

う
こ
と
が
、
彼
を
謡
っ
た
ダ
ー
ビ
に
あ
る
の
で
あ
る
。

「
大
世
殿
」
は
「
大
世
主
」
「
太
陽
世
主
」
に
同
じ
く
豊
穣
の
神
で
あ
る
。
豊
か
な
幸
福
を
も
た
ら
し
て
く
だ
さ
る

抽
象
的
な
神
を
さ
す
。
五
穀
豊
穣
に
と
ど
ま
ら
ず
、
子
孫
繁
栄
、
家
畜
の
繁
殖
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
神
で
あ
る
。

「
世
毎
殿
」
は
「
分
毎
殿
」
と
対
語
で
あ
る
。
五
穀
な
ど
、
そ
の
時
節
時
節
を
た
が
わ
ず
、
そ
の
折
り
ご
と
に
豊
種

を
も
た
ら
し
て
く
だ
さ
る
神
で
あ
る
。

「
お
－
ギ
水
殿
」
「
く
る
ギ
水
殿
」
は
、
人
間
生
活
に
と
っ
て
最
も
大
切
な
水
が
、
清
ら
か
で
い
つ
も
あ
ふ
れ
る
よ

う
に
次
か
ら
次
へ
と
湧
き
で
て
く
る
よ
う
に
、
約
束
し
て
く
れ
る
神
で
あ
る
。

「
大
穂
世
殿
」
「
神
穂
世
殿
」
は
麦
菜
黍
な
ど
の
よ
う
に
穂
の
あ
る
作
物
の
豊
穣
の
神
。

「
う
ら
シ
な
承
殿
」
「
地
並
糸
殿
」
は
、
種
子
を
下
ろ
す
と
、
そ
の
た
び
に
見
事
仁
発
芽
さ
せ
、
豊
穣
を
約
束
し
て
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祀
ら
れ
て
い
る
祖
先
神
の
中
に
は
、
名
前
そ
の
も
の
で
呼
ば
れ
る
神
含
が
い
る
。
「
八
重
山
ウ
シ
メ
ガ
」
「
ザ
ウ
ン
ガ

｜
｜
」
「
マ
ー
ジ
ミ
ガ
」
「
韓
ハ
シ
ク
ィ
の
ペ
ソ
」
「
サ
ジ
ナ
ン
ガ
・
ハ
イ
」
「
舟
ん
だ
き
司
」
「
頂
の
磯
金
」
「
マ
ギ
チ
ミ
ガ
」
な

ど
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
各
々
が
ダ
ー
ビ
の
主
人
公
に
な
っ
て
謡
い
込
ま
れ
て
居
り
、
そ
れ
を
軸
に
略
述
し
て
い
く
。

く
す
こ
や
か
に
生
ま
れ
る
こ
と
を
約
束
す
る
神
で
あ
る
。

「
ぴ
ゃ
－
し
声
殿
」
「
い
ー
な
声
殿
」
は
、
神
歌
の
ピ
ャ
ー
シ
を
見
事
仁
う
た
わ
し
て
く
れ
る
神
で
あ
る
。

咽
「
ｌ
大
殿
」
の
付
さ
れ
た
神
は
、
場
所
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
ク
ー
ル
岬
に
坐
す
「
ク
ー
ル
大
殿
」
と
、
大
神

島
に
坐
す
「
大
神
大
殿
」
「
な
－
リ
大
殿
」
だ
け
で
あ
る
。
素
性
は
不
明
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
航
海
と
か
か
わ
り
が

あ
り
そ
う
で
あ
る
。

Ⅳ
「
－
神
」
は
場
所
の
神
、
外
来
神
、
職
掌
に
関
す
る
神
、
神
女
の
神
名
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
「
天
照
ら
す
神
」
「
大
御
神
」
に
つ
い
て
説
明
を
加
え
て
い
く
。

仲
間
元
の
ウ
ャ
．
〈
－
が
謡
う
ダ
ー
ビ
の
一
つ
に
「
天
照
ら
す
」
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
「
天
照
ら
す
」
は
、
一

番
初
め
に
は
大
和
で
、
九
蚊
帳
・
張
り
蚊
帳
の
中
で
穏
や
か
に
、
心
の
底
か
ら
喜
び
に
満
ち
た
生
活
を
し
て
い
た
・
九

蚊
帳
・
張
り
蚊
帳
を
所
有
す
る
程
す
ぐ
れ
た
神
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
狩
俣
の
「
母
の
神
鳴
響
み
や
Ｉ
」
が
懇
望
し
、

四
元
の
神
の
一
人
と
し
て
お
招
き
し
た
の
で
あ
る
。
外
来
神
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

ロ
名
前
そ
の
も
の
で
呼
ば
れ
る
神
を
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『
■
‐

「
ザ
ウ
ン
ガ
｝
こ

「
ザ
ゥ
ン
ガ
ー
ー
」
を
謡
っ
た
ク
ー
ビ
そ
の
も
の
さ
え
脈
絡
を
つ
か
む
の
が
難
し
い
。
神
女
の
話
し
に
頼
る
以
外
は
な

い
。
彼
女
は
盲
目
で
あ
り
な
が
ら
、
五
人
の
子
、
七
人
の
子
の
母
親
で
あ
っ
た
、
と
い
わ
れ
る
。
そ
し
て
五
人
目
、
七

人
目
の
子
を
、
赤
血
を
垂
ら
し
な
が
ら
産
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
子
を
、
「
ザ
ウ
ン
ガ
ー
こ
の
長
女
が
と
り
あ
げ
、

「
八
重
山
ウ
シ
メ
ガ
」

「
八
重
山
ウ
シ
メ
ガ
」
は
、
八
重
山
で
名
高
か
っ
た
女
性
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
喜
び
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
（
糸
や
。
し

ゅ
－
ィ
）
生
活
を
し
て
い
た
神
で
あ
っ
た
。
が
、
狩
俣
部
落
の
祖
先
神
「
テ
ィ
ラ
の
大
按
司
鳴
響
み
や
－
」
に
懇
望
さ

れ
、
心
を
通
じ
合
い
、
夫
婦
に
な
っ
た
神
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
父
親
に
勘
当
さ
れ
た
が
、
牛
を
船
に
積
ん
で
狩
俣
の

磯
井
の
地
に
上
陸
し
た
よ
う
で
あ
る
。
「
テ
ィ
ラ
の
大
按
司
鳴
響
朶
や
－
」
の
母
親
と
盃
を
交
し
、
親
子
の
縁
を
結
ん

だ
よ
う
で
あ
る
。
涙
を
流
し
な
が
ら
姑
と
語
っ
て
い
た
様
子
を
ゑ
て
、
そ
の
後
、
「
テ
ィ
ラ
の
大
按
司
鳴
響
み
や
－
」

は
い
ろ
い
ろ
と
虐
待
も
し
た
よ
う
で
あ
る
。
一
一
一
人
の
子
供
も
で
き
、
す
っ
か
り
八
重
山
の
こ
と
。
、
忘
れ
て
し
ま
っ
た
頃
、

ウ
ッ
ッ
ァ
原
で
牛
を
盗
ら
．
れ
て
し
ま
い
、
息
た
え
て
い
っ
た
、
と
ダ
ー
ビ
に
は
謡
わ
れ
て
い
る
。
牛
盗
人
の
間
で
闘
争

が
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
姑
が
一
一
一
人
の
子
供
を
立
派
に
育
て
た
の
で
、
宮
古
が
永
久
に
あ
る
限
り
子

孫
の
主
で
あ
っ
て
ほ
し
い
、
と
結
ば
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
祖
先
神
と
し
て
、
ダ
ー
ビ
に
は
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
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「
バ
シ
ク
イ
の
ペ
ソ
」

「
バ
シ
ク
ィ
の
バ
ソ
」
は
、
身
寄
り
の
な
い
貧
乏
人
で
あ
っ
た
。
砂
川
を
治
め
て
い
る
大
家
〈
族
長
〉
の
甘
藷
を
盗

も
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
つ
か
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
．
そ
の
際
の
応
答
の
や
り
方
ｌ
わ
た
し
が
盗
ん
で

食
ぺ
た
な
ら
、
体
全
部
を
差
し
あ
げ
よ
う
Ｉ
が
す
ば
ら
し
か
っ
た
の
で
、
逆
に
駁
っ
て
食
ぺ
な
さ
い
、
と
讃
美
さ
れ

た
祖
先
神
と
し
て
ダ
ー
ビ
に
謡
わ
れ
て
い
る
。

「
マ
ー
ジ
ミ
ガ
」

「
マ
ー
ジ
ミ
ガ
」
は
「
か
ん
ぬ
き
－
（
神
の
誘
い
子
）
」
と
も
称
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
セ
ヂ
高
く
早
世
し
、
女
神
と
な

。』

つ
た
方
で
あ
る
。
父
親
の
一
一
口
い
つ
け
で
、
し
か
た
な
く
池
間
の
人
に
嫁
い
で
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
心
細
い
思
い
で
嫁

に
な
っ
た
が
、
コ
ー
ジ
ミ
ガ
」
は
姑
に
虐
待
さ
れ
て
し
ま
い
、
神
に
な
っ
た
（
死
ん
で
し
ま
っ
た
）
よ
う
で
あ
る
。
神

に
な
っ
た
彼
女
は
、
狩
俣
の
冬
祭
り
の
時
は
池
間
島
の
東
嶺
の
岬
に
逃
げ
て
い
っ
て
、
そ
こ
で
狩
俣
の
神
々
と
向
か
い

合
い
、
神
歌
を
謡
い
踊
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
経
歴
の
神
と
し
て
ダ
ー
ビ
に
あ
る
。

生
き
た
ま
ま
上
の
屋
の
屋
敷
に
埋
め
殺
し
た
。
踵
で
土
を
踏
象
つ
け
て
殺
し
た
た
め
、
長
女
の
瞳
は
朽
ち
て
い
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
そ
の
母
親
が
「
ザ
ウ
ン
ガ
ー
こ
で
あ
る
。

136 

Hosei University Repository



「
舟
ん
だ
ぎ
司
」

志
立
元
と
仲
嶺
元
の
ダ
ー
ビ
の
主
人
公
で
あ
る
。
父
親
に
隠
れ
て
男
と
夜
這
い
ご
と
を
し
て
い
た
が
、
そ
れ
が
（
し

て
父
の
怒
り
を
か
い
、
勘
当
さ
れ
て
し
ま
う
。
米
・
粟
・
麦
・
豆
・
黍
・
辛
大
蒜
・
葱
・
胡
椒
な
ど
の
種
子
を
船
に
満

積
し
て
、
男
と
子
守
り
姉
と
と
も
に
船
出
。
そ
し
て
狩
俣
の
地
に
着
い
た
。
烏
の
羽
が
濡
れ
て
い
る
の
を
み
て
、
泉
を

発
見
。
そ
の
近
く
の
仲
嶺
に
住
居
を
構
え
る
。
そ
の
後
、
志
立
元
に
も
家
を
建
て
だ
と
い
う
。
神
女
達
の
話
し
に
よ

る
と
、
女
と
男
は
妹
と
兄
で
あ
り
、
久
米
島
か
ら
渡
っ
て
来
た
の
だ
、
と
い
う
。
そ
れ
故
鷹
五
穀
の
神
、
水
の
神
と

し
て
崇
め
ら
れ
て
い
る
。

「
サ
ジ
ナ
ソ
ガ
パ
イ
」
・

カ
ー
ー
ャ
ー
元
の
「
サ
ジ
ナ
ン
ガ
パ
イ
」
の
ダ
ー
ビ
の
主
人
公
で
あ
る
が
、
ど
う
い
う
経
歴
の
持
ち
主
な
の
か
素
性
が

は
っ
き
り
し
な
い
。
子
供
が
な
く
、
阿
旦
激
の
讃
（
砂
岡
の
嶺
）
で
没
し
た
よ
う
で
あ
る
。
子
孫
の
皆
に
美
し
い
御
用

布
の
上
納
を
さ
せ
て
く
だ
さ
い
、
と
い
う
こ
と
ば
か
ら
、
機
織
り
を
つ
か
さ
ど
る
女
神
と
推
察
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。

ジ
ワ

「
頂
の
磯
金
」

志
立
元
の
ダ
ー
ビ
に
謡
わ
れ
て
い
る
鍛
冶
神
で
農
業
神
で
あ
る
。
村
人
が
鉄
箆
な
ど
鉄
製
の
農
具
が
な
く
て
素
手
で

農
業
を
行
な
っ
て
い
た
時
、
鉄
塊
を
大
和
か
ら
搬
入
し
、
鍛
冶
屋
を
始
め
、
農
具
を
広
め
て
い
っ
た
祖
先
神
で
あ
る
。
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こ
こ
ま
で
狩
俣
の
ダ
ー
ビ
や
ピ
ャ
ー
シ
に
で
て
く
る
神
々
を
不
十
分
な
が
ら
分
析
し
み
て
き
た
。
Ｗ
・
Ｐ
・
リ
ー
プ

ラ
が
説
く
カ
ミ
の
範
嶬
で
く
く
れ
な
い
カ
ミ
が
、
こ
の
狩
俣
の
神
歌
の
中
に
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
ギ
リ
シ
ャ
的
な
神
で
は
な
い
が
、
生
活
の
断
片
を
神
歌
の
中
に
確
か
に
記
録
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

仲
嶺
元
の
ダ
ー
ビ
に
謡
わ
れ
て
い
る
女
神
で
あ
る
父
親
（
父
太
陽
）
に
、
天
か
ら
中
島
（
島
）
に
降
り
て
ニ
ッ
ジ
ャ

金
殿
（
ア
ロ
ー
金
殿
）
の
許
で
宿
取
り
を
す
る
よ
う
に
一
一
口
わ
れ
、
彼
女
は
そ
の
命
に
従
う
・
が
、
ニ
ッ
ジ
ャ
金
殿
が
荒

ぶ
る
男
神
で
あ
る
た
め
、
宿
取
り
が
で
き
な
い
。
そ
の
こ
と
を
天
に
戻
り
父
親
に
報
告
す
る
。
そ
し
て
ニ
ッ
ジ
ャ
金
殿

と
一
緒
に
居
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
そ
の
了
承
を
得
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
狩
俣
の
前
の
井
〈
井
戸
名
〉
に
、
神

の
お
殿
を
構
え
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
村
人
の
御
用
布
や
藍
染
め
や
す
べ
て
の
祈
願
も
叶
え
て
く
れ
る
神
と
し
て
、

ダ
ー
ビ
に
謡
わ
れ
て
い
る
。

『
南
島
歌
謡
大
成
Ⅲ
宮
古
儲
』
を
ひ
ら
い
て
下
さ
れ
ば
、
ど
の
タ
ー
ピ
や
ピ
ャ
ー
シ
に
は
ど
の
神
右
が
出
て
く
る
と
い
う
こ
と
が

明
白
な
の
で
、
い
ち
い
ち
出
所
を
明
ら
か
に
し
な
か
っ
た
。

「
マ
ギ
チ
ミ
ガ
」

〔
後
記
〕

一一一

● 
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注（
１
）
外
聞
守
善
・
新
里
幸
昭
縞
。
角
川
書
店
。
一
九
七
八
年
六
月
三
十
日
。

（
２
）
「
う
ば
で
や
Ｉ
」
は
「
や
ぐ
ゑ
や
Ｉ
」
の
対
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
例
が
極
少
で
あ
る
。

に
Ｉ
中
卓
さ

（
３
）
（
夕
皿
一
四
）
は
『
南
島
歌
謡
大
成
Ⅲ
宮
古
篇
』
の
週
番
の
ダ
ー
ビ
。
即
ち
「
⑬
根
の
世
勝
り
の
ダ
ー
ビ
」
の
一
四
節

し
遁
亡
串
Ｕ
と
う

を
さ
す
。
（
ピ
２
－
ハ
）
の
場
合
は
、
２
番
の
ピ
ャ
ー
シ
「
２
志
立
元
の
ピ
ャ
ー
シ
」
の
一
ハ
節
を
さ
す
。
以
下
同
じ
。

（
４
）
琉
球
文
教
図
番
株
式
会
社
。
一
九
六
二
年
十
一
一
月
十
日
。

（
５
）
「
狩
俣
孤
神
の
ニ
ー
リ
」
を
「
大
城
元
の
ニ
ー
リ
」
と
よ
ぶ
べ
き
で
あ
る
、
と
す
る
乱
暴
な
意
見
も
あ
る
が
、
そ
の
人

達
は
、
こ
の
ニ
ー
リ
が
伝
承
さ
れ
て
き
た
組
織
や
歴
史
を
追
究
す
べ
き
で
あ
る
。
現
在
で
こ
そ
、
こ
の
ニ
ー
リ
を
う
た
う

規
模
が
小
さ
く
な
っ
た
も
の
の
、
二
○
年
以
前
は
狩
俣
部
落
の
五
五
歳
以
上
の
男
性
は
す
べ
て
、
各
自
の
元
で
祭
事
を
す

ま
せ
、
－
－
１
リ
を
う
た
う
た
め
に
、
大
城
元
の
神
庭
に
集
っ
た
こ
と
や
、
大
城
元
が
大
城
元
だ
け
の
元
で
あ
る
ば
か
り
で

な
く
、
狩
俣
部
落
全
体
の
元
で
あ
る
こ
と
を
識
る
べ
き
で
あ
る
。

（
６
）
『
沖
縄
の
宗
教
と
社
会
構
造
』
崎
原
貢
・
崎
原
正
子
訳
。
弘
文
堂
。
一
九
七
四
年
四
月
二
五
日
。

（
７
）
注
（
６
）
に
同
じ
。

（
８
）
注
（
１
）
の
伺
脅
を
参
照
。

（
９
）
一
九
六
九
年
八
月
の
狩
俣
部
落
調
査
で
、
故
平
良
マ
ツ
さ
ん
や
前
里
カ
ー
、
ド
メ
ガ
さ
ん
の
話
に
よ
る
。
以
下
の
「
口
碑

に
よ
る
」
も
同
梯
。

卜
十
‐
！
’
１
‐
７
１
ｈ
Ｐ
‐
１
１
‐
‐
Ｕ
Ｃ
ｌ
１
‐
Ｌ
Ｐ
‐
０
‐
６
ｉ
Ｉ
！
‐
７
．
Ｉ
０
ｏ
Ｐ
ｌ
１
０
ｊ
ｌ
１
口
０
・
Ｉ
７
‐
－
０
０
１
‐
’
。
．
。
；
‐
Ｉ
Ｌ
ｌ
Ｉ
ｊ
ｐ
０
ｌ
Ｉ
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